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1． 研究の 目的 お よび方法　　　　　　　　　　　 動、  広 場外 の 場所 との 関係性 に 基づ く人間行動 ｝

　 マ ル チ エ
ー

ジ ェ ン トシ ス テ ム と して の建築 ・都市　の 3 分類を設定 し、それ ぞれ に 対応 す る人 間行 動 を

空 間を 、人間行 動 の 記 号過程（人 間行動の 意味に関わ 抽出する（表 1）。 次に 、 抽 出 した 人間行 動 との 対応か

る全 て の プ ロ セ ス ）に着 目 し、ベ イ ジア ンネ ッ トワー　ら、広場 空間にお ける環境記号を抽出 ・分類する（表

ク に 基づ く感度分析に よ っ て 解読す る方法、お よび　2）。なお 、使用回数が 3 回以上の 各使用出入 口 の 組

その設計方法を提案す る こ とを目的 とする。　　　　 み 合わせ に つ い て 過 半 の 人 がた どる経路を主要 な流

　なお 、分析には既報 1）と同様 、2007年 7月 26 日　 動経路 と定義する 。

10〜11 時 ・12〜13 時の 京都精華大学構 内天 ヶ 池周辺 3． ベ イ ジ ア ン ネ ッ トワ
ー

クに よ る建築 ・都市空間が

の 観測 か ら得た人間行動 の デー
タを用い る。　　　　 誘発する人間行動の記号過程の 分析

2， 建築 ・都市空間に おける人間行動 および環境記号 3．1　人間 行動 の記号過程の 構造化

の抽出 ・分類

　 まず調査地を、観察 され る人間行動の 傾向 と環境

記号 と の 観点か ら、似た特徴を持 っ 部分ごとに分割

し、分 割 した広場内 の 各場所を 「広 場内 の 場 所 」 と

して 定義 し（図 1）、｛  広場内 の 場 所 にお け る人 間行

動、  他 の 広場内 の 場 所 との 関係 性 に基づ く人 間行

表 1　 人 間 行 動 の抽 出
・分類の 指標
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図 1　 広場 内の場所

表 2　環境記号の 抽出 ・分類の 指標

広場 内 の 場所における

環境記号

樹 木 樹木 の有 燕   あり   なし

知 り合 い 矧 り含 い 1※ コ ミュニ ケ
ー

シ ョン の 有癪 で

　 　 の

  あり   なし

日陰 広場内の場 所の水 平投射面積 の半 分

駐上 が 日　で　　れた　
▲

に日　　‘
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他の 広場内の 場所との 鴎
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一
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主　 読
幽・
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経 踏からの
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入 ロ ・出口

か らの らの 1髭

110 ：00− 11、DO 　 　 1200 〜13幻 O

　全体滞留回数 1 回以上 の 人 の 2058 組 の デ
ー

タを抽

出 し、ベ イ ジ ア ン ネ ッ トワークによ っ て データ間 の

関係性を構造化する （図 2）。

3．2　感度分析に よるベ イ ジア ン ネ ッ トワ
ー

クの 解読

　構築 し た ベ イ ジ ア ン ネ ッ トワ
ー

クを用 い 、事前確

率および事後確率を算出 し
、 感度分 析を行 う。感度

　　　　　　　　　　　　 とは ベ イ ジ ア ン ネ ッ トワ

　　　　　　　　　　　　 ー
ク 内 の 事象 A に つ い て 、

　　　　　　　　　　　　 事前確率 P（A）と 、 事象 B

　　　　　　　　　　　　 が観測 され値 n に固定 さ

　　　　　　　　　　　　 れ た場合 の 事象 A の 事後

　　　　　　　　　　　　 確率 P（AlB ＝”

n
”

）との 比

　　　　　　　　　　　　 である（P（AlB ＝
”
n
”
）／

　　　　　　　　　　　　 P（A ））。感 度 ＞ 1 の 場 合 に

　　　　　　　　　　　　 は、事象 B が事象 A に

　　　　　　　　　　　　 対 して事象 A の 起 こ る確

　　　　　　　　　　　　 率が 高くなる方に影響を

　　　　　　　　　　　　 与え、感度 く 1 の 場合 には 、

　　　　　　　　　　　　 事象 A の 起 こ る確率が低

　　　　　　　　　　　　 くなる方に影響を与え て

　　　　　　　　　　　　 い る こ とを示す 。 なお本

　　　　　　　　　　　　 報で は（感度一1）の 値を

　　　　　　　　　　　　 使用 する 。 表 3、表 4 に
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環境 ノ
ー

ドに各観測値 を与 えた ときの （感度 一1）の 値

お よび グラ フ を示す 。

（1 ）広場内の場所が誘発す る人間行 動

　　平地お よび蹴上 の 低 い 階段 は 、 流動 の み の 人間行

動、経路 上 で の 滞留、60 秒未満の滞留を誘発 し て い

る。
一方で、樹木お よび蹴 上 の 高い 階段お よび 日陰

は 、 主要経路か ら近い もし くは遠い と こ ろで の 滞留、

淋

糖

笥蹴

凡例 ：

図 2

識

L

日 陛

畑り貪い

つれ
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驫

60 秒以 上 の 滞留 を誘発 し、日陰は さ らに 全体滞留時

間を長 くす る方向に働 く。主体の 行 動傾向 に関わ ら

ず 、知 り合 い を発見 した場合に は知 り合 い の 周辺 で

滞留 をす る確 率 が高 くな る 。 また、本報で 抽出 した

環境記 号は、広場 内の 各場所にお け る滞留回 数（1 回

だ けか 、複数回 か）に変化を与えない 。

（2 ）他の広場内の 場所 との関係性に基づ く場所が誘

表 3　広場 内 の 人間 行 動の （感 度一1 ＞の値

  （・り
構築ネ ッ トワ

ー
ク

　　　　表 4 他の 広場 内 との 関係 性 を含む 場所 およ び 広場外 と の 関係 性 を含む 場 所 に

広場 円 の 人 間桁動 の 〔盛度
一1 〕の 値

湾駒楓類 滞留 時 闇 瀞 冒 回 数

滞膤なし 漬動 湛留あり灘動 0秒 10汐 豪 満 巳o渺 未 溝 60眇以 上 D 回 1回 2 回以 上

なし O．，0 一〇．Q5o ．oo o．04001 一
〇 28D 開

roo5 一
〇〇7

樹 木
あ り

一
〇 B■ 047 一〇．03 一D35 一

〇 Iz25 日 → 03046055
な し o．D2 一〇．38003 →39 一〇41ro ．37002 一

〇39 一
〇39

知 り合 い

あり
一〇日11501 ・09015 〕715811428 一

〇 9715Da1505

広

場

内

の

場

所

い O．ユ0005 oo9 OI5009 一
〇．130 ．00 oo5OD4

蹴上 轟 高い一〇日o ・020001 →49 一〇37o 鮨 091 一〇21 一D17
な し O．33D ．11 一〇．01o ．z欄 0．ZD 一〇同2 → 0101roo 日

虎
1oo5 一

〇〇5ooo 0　3 一
〇 20ODO 一〇、O巳 一DO7日駐

あ り 一〇 10012 一〇〇1 → ．0700D057 一〇〇1012Dl 司

広 壗 内 の な し o．oo 一〇．01o ．09 ■DO4 ．OD1OD5ooo 一〇D1ODD
つれ

L 一
　 7 1

188 → 12270222030 → 1219 ， 173
主 更 暁 路

い 一D 卩 06巳 一〇〇4032012215 → 04069059
か らの 厘 賦 、一 一 OO ■ 一D84 ・005 一

〇．52004 一．59 一D．巳4
い 1．“ 144 一　 9170 1　 61 　 4 一

〇〇9 閣35λロからの
　 距 雛 い 一〇 28 一〇 oo2 033 一

〇2自 102
■ oq2

145一
口．z日 ．DZ6

出ロがらの い 専．73 弔．101 巳3 14R112 152 1GD15
匝離 い 一〇 30 一〇　 6002 一D32 一025 ’o

→ 1DO

．02 一
〇．27 ．D25  OD 尋 ooo OOO DO7qo3 ・O．12o ．ooo ．go 一DO1闘 萱

瞬闇 帯 一〇〇300D ooo 一
〇〇6 冒OD2010oooo 口oOO1

1−1 一D　6DO2 000 一DL6 一Ω D3o ．z90 ．00 001OD4

観

測

価

と

」

て

入

力

」

た

各

僚

1．2 一〇 48015 1013012Ol9 ℃ UI014013
1一ア 033 一〇〇 0 Ol1001 一　 20000 一〇D2 一Doo
1−8031 ．oo4000 00 一〇22OOO 一

口．D3 一DO5
1−90 ．D9LOO5000 014oo5 一

〇 欄ooqo
1−11032 一　D OOO → 02 一〇D5 一〇 18000

−0．隅一DD2
一D．01−DO7

1τ14008 ■　D OOO OI4005 一〇 4 000 一
〇国

一DO7
1−15 一

〇 15 ．OD1OOO →06 一DO1DOo000 一〇じ1001

広

場

外

と

の

開

儀

往

を

含

む

場

所

z−2 ¶29oo2 ooo 一ひ17 一P叫 030000QO 瞿 o 国一3 一
〇 28oo2 000 → 16 一〇D3029ogoO01004一 0 ・o図 o．oo DO90 　1 一

〇　40 ．00　 　 　　 　　 　
−0．D3 一DO6

コ
ー11020 一

口o D11002 一 ooo 圏DO5 一
じ09

蔑

用

出
入

囗
3〒14DO9 一 Doo Dl4oo5 一40000 一D国

一DO7
3・15 ｛ 27oo2 刈 16 ．oo3D 000001oo4
6−15 刈 25oo2ooo 刈 14 一DO回 02 「 ooo90100 崛
7−7 一

〇 23002 ooo 一 一〇閃 D2900000100 司

7−80 “ 002 00 oo9000 一
〇．01000 　 　 　　 　　 　 0．03DOD

3−8 弓 23002 OOD → 17 → 図 D ヨo000 　 　 　　 　　 　 0．OlDO 司

8−9oo9 一〇D5o D14OD5 ¶ ．司2ooo 一〇．国 一DO ア
8■11D ．7 一

〇P5o ．oo DO 一　閃 一〇．12000 一〇．05 一
〇．05

8−12D ．09 一〇．囗5 D14005 ¶．420 ．00 一
〇．04 一

〇．oア一15 oo2 oo o叫
一
〇 田 DO6000oo2PO1

11−11 刈 27oo2 oo 一〇 16 一〇 自302900D001004
1卜 15 ・G ■5019 ¶．Ol034021 ・0．G5 一〇．01o ．19D ．14
15−15 ．023OD2 o．OD 弔 16 一〇 〇3029D ．OD0 ．DlO ．04

対す る 人間 行 動 の 〔感 度
一1）の 値

広 場 内 の 他 の 増 所 との 闌係柱を實む場所での人 聞行動の 匸感虞
一

η の 置 広 場 外 の 場 所 との 関 儀 性 巻 含 む 堝所 で の 人 闇行動の 唖 度
一1 〕の 儀

全 鉢 藩 留時聞 全体灘曹回蝕 罫 り逼 漬 動 霤 り 道位 置瀞留
10 秒未満 6D秒 乗 漓 30秒 以 よ 1回 2回 以 上 な し や や あり 薦り なし 〔経路上 E や や あ り〔騨 禰 お り

なし 001 DO1 一〇〇100D 一〇．01DO2o ．02 一D．D2o ．ロ目 一〇29 ¶D9
鰤 末

あ リ → 脚1 匿0050 ．10 一〇．D昌 oD7 刃17 一〇．16019 一
〇 51254 0巳1

准 L000030 000 OOPOQOoooOOO uoo 一D41 一〇27
知 り音 い

あ リ 口．04 一〇〇3o ．oo 0．00 一〇〇1015 一
〇 協

一DO41018lo53
弔 481

臼．バ
広

場

内

の

場

所

億 い 005oo2 一〇〇5OO1 →02 刈 oI008 ．DO9D1 ， ¶凹 ．口．16
● 上 高 高い 一〇 〇9 馳UO4007 一

〇．D20 ．05 一
〇．13 一〇．14Or5 つ 75D 巳4 D31

な Lo ．D3001 ．O．02o ρ1 →02o ．D3004 一DO4D 司膿 ．o．42 ．012詫1013Oo4 一囗．ID 司01010 一〇．DIr じ06D ．06 −0．27 噸．12
目 陰

あり
一
〇 2了 ．008021 一

〇 DIoo2 一〇．2100Z 0．14 ・O．12o ．57 026段」 ¶ ．06 ．o．02oo5 一〇 P3DO6 一〇．19rO ．0圃 D 岡 刈 ．08 臨 08 Dl1広場内 の

　 の
つれ し 一 一

031013 一〇25OD 巳 刈 1 q45047 一
〇 53404 噸 84 刈 8■

…賢 騒 路
い 012004 一

〇 loDD ユ 噸 050170 ，7 ．．019 一
〇 87582 一〇刀からの 距贐

L11 一〇．050 ．09 一〇〇3OD6 一
〇．1 ア 一

〇．170 円 一100 一〇 9ア 040

い ℃ ．04 一〇．050 ．05 0．Dl 一
〇 D1 一〇．03 一〇．12D ．00 L8 δ 224 一〇62入 口 か らの

　 距贐 い OO1901 つ Dlo   O．00OO 〕 002 ．0．01 一
〇 36 一

〇 43DI2
い 一〇 〇7 一003OD5 oo2 一

〇．04 一
〇．03 一DO 哂 DO5 Z．101a6 一〇67出 口 か らの

　 距 隔 い OO1001 一
〇Dlo じo 001001DO1 一〇〇1 一〇38 一

〇 32012畠mOOO022 一〇490 じ0 oo 口 047 一
〇〇6 ・030018 一〇18 一〇25調 葦

畸 聞 帯 一〇 47 −O．17 0．じ0 o．oo 一〇． D．5 D23 ．o．14014019
1−1 一

〇 91ooo Dら9 44 ro95 一D 107 ’040034 0．71
1−2 一〇 訓 一〇 94 τ 08 一

〇 13 一
〇 田 5 膿09 B．囲 033oo 司

厩

測

置

と

し

て
入

力

し

た

昏

瞳

閣一7 一
〇 85179 一

〇93 ．0260 　 3o ．5D 13， つ．95o ．27 一〇．16 一〇50
1−8Dr8023 一〇42046 → 95070 114 024 一

〇 24 一〇50
1−92 且7 一D呂4 一〇B703 「 一

〇．78131 ．080
→．99−09」 045 一〇73 一〇55

1−llo ア9012 一〇　 1 46 一〇940 臼BD8 一9 oo ア
一
〇 28 一

〇24
1−1181 一〇95 一〇24 司．o 005 1田

一D93 一〇．970 弓8 一〇 79 一〇5B
1−15 一

〇 ag09D 一 451105ODO 」093 ゆ41 一〇11 一
〇 〇3029

広

場

外

と

の

●

儀

性

を

含

む

場

所

2−2 → ．巳o1ao 一〇91 1 一〇37 一〇99 → 9811 幽041035
3−3 一

〇
一
　 9 1 一

〇〇z005 一D95 1．0ア 一〇400340740 ．’1
a．a 一〇 3206D 一 凵　90180 一

〇臼3oz8 一〇 29 一〇53
3−11 一

〇 餉
一
〇ε8 囗38 一

　 7 1 一〇91o ■o 一
〇 5D 一

〇51

使

用

出

入

口

3−1487 一　　4 037107 呂 1　1

一　 　1

刈 ．80 一〇91　 　　 　　 　 　 045 一〇 7」 一〇．55一
，51 ．司0 一

〇．9D
→ ．870
．11 −025054 一D93 一〇 901 肘 一〇39033oo8

6匿15 つ ．η 15 ， う呂a −0臼9185 一ひ87 一〇．田 096 一〇 36031063
7一ア一〇93042OI3010 一D20 一D97 一

〇 95109 　 　　 　 　　 　 −D41o ．35o ．71
7一自 一

〇．η 15， ¶ 88 ．o冊 1　 5 3．46 　　　　　　　　　　　冒0　91　　　　　　　　　　 0．，3 o．31 弔 5弓

0　4 一〇 56030 一 1 田

つ．87
→ ．9窪 10．971 ．伽1 → ．419 ．35 口η巳L9 一〇 17 ¶ ．92 一〇2巳 D54 1 一〇．89 一〇95 　 　 　　 　　 　 0‘7 弔 川 → 57一11 刈 12 刈 06025 52 170 一

〇囲 oo9 → 09 ¶．33
3．DE　　　　　　　　−0　1 噸93o 欄2 →881 一〇 89 弔 95o ．47 つ ．川 一

〇 57
1．｝　 　　 　 　　 　 刈 39 一

〇 53 ■0 τ1D244 　 ア 2．83 → ．囲 002 035 一〇．32
B−12
巳
一1511−1111−15

¶ 巳6　　　　 　　　　 179 噸 93 一〇2椢 054 ℃ 93 一　．go1Q ら 看 3臼 o匪3 囗聞唱 刃 ．23o ．67 一
〇611 ．ZO 弔 ．20 一〇 5056 055 005 ¶ 5ア

15−15 唱 囲 ooo 048 一 DO5 ℃95 一
〇 931 田

154
N 工工

一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

発する人間行動

　つ れ が い る場合に は、流動の途中で 寄 り道を しな

い確率が高 くなる。

（3 ）広場外の場所 との 関係性 に基づ く場所が誘発す

る人間行動

　主要 な流動経路が歩 きやす さに 関 わ る環境記号 上

に形 成 され て お り、主 要経路か らの 距離は歩きやす

い 場所 との 位置関係 と して再定義す る こ とがで き る 。 社会距 離

　出入 口近 くで は、滞留時間や滞留回数に よらず、

滞留 を誘発す る 可能性 が高 く、全体滞留時間、全体

滞留回数、流動形状、滞留位置 の 傾 向は、主体 の 使

用出入 口 が観測 され れ ば、予 測す る こ とが で きる 。

4． マ ル チ エ
ージ ェ ン トシステ ム としての人間行動

の記号過程の モ デル 化 およびシ ミュ レータの構築

4．1　建築 ・都市空間の設定

　既報 1）で構築した シ ミュ レー
タ を以 降に説明す る

よ うに 改変 して用 い る（図 4）の。

4，2　人間 行動 の記号 過程の モ デル 化

（1 ）初期配置 されるまで の 設定

  エ ージ ェ ン トの 行動傾向

は 、60〜600step とす る。なお、全 工 一ジ ェ ン トを 5

グル
ー

プ に分け、同 じグル ープ に属するエ ージ ェ ン

ト同士 を知 り合い とす る。

  エ
ージ ェ ン トの 距離帯

　全 工
一

ジ ェ ン トに 「個体距離」 お よび 「社会距離」

の 距離帯を設定する。

個体距 離 ： 知 り合 い を受け入 れ る範囲 。

　　　　 ：エ
ージ ェ ン トが読み 取 る環境の 最大範囲 。

（2 ）エ
ージ ェ ン トの行動の記号過 程

　各工
一ジ ェ ン トは選択 し た 出 口 へ と向か うこ とを

最終 目標 と し、基本的に は平地、もし くは蹴上高の

低 い セ ル を選 択 し て流動 し、毎 step1 ／10 の 確率で 、

各 自の 流動傾向（表 5）に適応 した距離帯内の環境セ ル

を滞留位置 と し て 選択する。全 工
一

ジ ェ ン トが 出 口

に 到着 した時点 もしくは 3000step後に シ ミ ュ レ
ー

シ

ョ ン を終了する 。 こ の エ
ー

ジ ェ ン トと環境セ ル との

相互作用 をエ ージ ェ ン トの 記号過程 とする。

  滞留位置の 選択基準

寄 り道 あ りの 性 質 の 場合 、社 会距離 帯 内か ら樹木 あ

り、蹴上高が高 い 、日陰あ り、出入 口 周辺 の 条件の

　毎 10step に 1 つ の エ
ー

ジ ェ ン トが発生 し、表 5 の い ずれ か を満たすセ ル を選択する。寄 り道ややあ り

17 種 の い ず れか の 傾 向 を持 つ エ
ージ ェ ン トを各 4 ず の 性質の 場合は 、個体距離帯内 か ら樹木あ り、蹴 上

っ 発 生させ 計 68 の エ
ージ ェ ン トを設定す る場合を シ 高が高 い 、日陰あ り、出人 口 周辺 の い ず れか の 条件

ミ ュ レ
ー

シ ョ ン する。 lstepを 1 秒 と し て 、10 秒未 を満たすセ ル を選 択す る 。 寄 り道な しの 性 質の 場合

満 は 1〜9step、60秒未満 は 10〜59step、60 秒以上 は 、個体距離内 の セ ル の うち 、 自分 の 前方 120
°

の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 範囲か つ 出入 口 周辺 、な
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 表 5　各使用 出 入 口 に 対応 する人 間行動の 傾向

図 4　セル の 状態量

使用

出入 囗

　 　　　 全体滞 圖時 間

‘〕内 は 指 定 ず る 滞 留 時 聞 と な りう る 確 串

　全体　　 　　 　 審り道流動

滞 圏回 致 O内 は 櫓定する脊り遭漬蘭 となりうる確耶

1−760 秒 来 満〔1  ｝ 2囗以上 2’し125笥　 　　やや　 り 75 嚇

1−810 　　 　 〔60、）　 50　　　 〔40嚇 1q 　　　 オ
1
し135覧　　 やや　 L　 65 帥

1−9 ，0秒 未 満‘100、〕 1ロ　 　　　 　　 　 なし〔100 勁

1−1110 　未
・

（25 跖）　 60 　　　 σ 5蜘 1ロ　　　　 オ
ー
　 50弘　　 　 やや　 し〔50、，

1−】弓 ，0秒未満〔100 鮎〕 R　　　 　　 　　 なしUOO 騎

1−156D 秒未満〔100 軸〕 2ロ馳上 あり〔10 酪 ｝

3−8 60秒 未満（100、〕 2　 　 上 た し 65助　　 　やや　 し（35嚇
3−1110 秒未溝qOO紛 1ロ なし110喘 ｝

3−1410 秒未 満（100、） 1 なし｛100笥
3−1510 　　 　 9D 、　 60 　　 上 10、 12 ■馳上 あり｛100 、〕

5−1560 秒豪満〔1DO 軸） 2■馳上 あり（100 、〕

7−8 60秒未満〔100 吩 201 上 ややあり（100、〕
8−9 60秒 未 満  D隔） 2□噛上 なし （100 紛

8−1110 秒未満 ⊂100 、） 1 な 　 25 、　 　 　 　 　 　 匙ア5、

8−1210 秒 未満 【100隔） 1回 なし（100勤
8−1510 秒未満 ⊂100 萄 2　 憂 上 ややあ り（100 坩

11−1560 秒以上 1100」） 2囗以 上 あり（100、〕

（a）樹木 の 位置　 　（b）蹴上 高　 （o＞校 舎 出入 口 の 位 置

　 　 図 3 各種 シ ミュレ
ー

シ ョ ン 条件の 変更

けれ ば自分の 前方 120e

の範囲を選択 す る 。 い ず

れの 場合 も知 り合 い が各

自の 距離帯内で 滞留 して

い る場A に は、優先的に

知 り合 い の 個体距離帯内

で 滞留する。条件を満た

すセ ル が 見つ か らな い 場

合には 、滞留は行 わな い 。

  各滞留を継続する時間

の設定

　滞留時間継続時間は、

樹木 あ り、蹴 上高が 高 い 、

日陰あ りの い ずれか の 場

合は 60 秒以上 （60 〜

155

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Architectural Institute of Japan

NII-Electronic Library Service

Arohiteotural エnstitute 　 of 　 Japan

600step）と し、そ の 他 の 場 合 は 60 秒未満 （1〜59step）

とす る 。 滞留終 了時に全体滞留 時間 か ら滞留時間 を

減算 し、全体滞 留時間 が 0 以 下 とな っ た場合には 次

回以降 、 滞留 の た め の 探索を行わな い
。

4，3　人間 行動 の記号過 程の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン

4．3．1　 シ ミュ レー
シ ョ ン の条件

（1 ＞広場内の場所の 変更

　 工 ・一一ジ ェ ン トの ル ー
ル に、樹 木が 滞留 の 選 択肢で

ある場合に は 、必ず滞留す る設 定を加 える 。

（2 ）他の 広場内 の 場所との 関係性の 変更

  主要 な流動経路と の 位置関係に 基づ いた配 置変更

　 （1 ）で 設定 し た滞留を誘発す る樹木を、図 3（a ）

の 位置 に配置す る。

  主要 な流動経路とな りうる場所の 増設

　大 階段 の 蹴上 高を、蹴 上 の 低い 階段 の 蹴 E高 と同

じくす る （図 3（b））。

（3 ）広場外との 関係性の 変更

　 また、広 場内 の 環境要素 の 配 置 の 変 更を し な くて

も、広場外 との 関係性 を変更すれ ば、広揚 内全体 の

人 間行 動 に影響が ある こ とを確認 した 、

5．結

　本報 の 成果は次の   〜  の 通 りで あ る。

  確率ネ ッ トワ
ー

ク と して の 建築 ・都市空 間が誘発

す る人間行 動 の 記 号過 程 の 分析方 法 の 基 礎的な枠組

み を構 築した 。

  ベ イ ジ ア ン ネ ッ トワー
クに基 づ い た感 度分析 に よ

っ て 人間行動の 記号過程 を解読 し、人 間行動 に対 し

て確率的 な意味で影響力の ある環境記 号 を発 見 した 。

  前報で構築 した シ ミ ュ レ
ー

タ を進化 させ 、確 率 的

に影響力 の ある環境記 号 の 配 置 の 問題 に つ い て 、要

素 自身 の み で は な く、対象 とす る場所 と要素 と の 関

係性、対象 とする場所外 の 要素 との 関係性を考慮 し

た上 で の 建 築設計 を主 眼に お い て 考察を行い 、建

築 ・都市空 間を構 成す る要素同士 の 関係性 の デザ イ

校舎 出入 冂 を画面右 下 の 図 3（のの 位置に移動す る。ン が重要 な意味を持つ こ とを指摘 した 。

4．3．2　シ ミ ュ レーシ ョ ン結果 （表 6）および考察

（1）広場内 の 場所の 変更

　樹木 で の 滞留 と滞留 の 累計時 間が増加 し て い る。

（2 ）他の 広場内の場所 との 関係性を含む場所の 変更

  主要 な流動経路との位置 関係 に基づいた配 置変更

　流動が集 中す る場所 に樹木を置 く こ とで 、樹木 で

の 滞留回数が増 え、滞留 の 累計時間 が 増加 した
．

  主要 な流動経路とな りうる場所の 増設

　階段 上 で の 滞留分布が分散 し、累計滞留時間が減

少 し、知 り合 い との 滞留 が減少 した。

（3 ）広場 外 との 関係性 を変更す る場合

　滞留が 起 こ る 確率が比較的高い 出入 口 付近が 日陰

で はな くな り、累計滞留時間が減少 し て い る。

4．4　小結

　広場 内の 要素 を変更す る際 には、広場内 に お け る

他 の 要素 との 関係性を考慮 した上 で 変更 を行 う場合

の 方が 、人間行動の 確率的な法 則性 に対 して 、確率

的な意味で大きな影響力 を持 つ こ とが で き る 。 本報

で は主要 な流動経路 との 関係 性 を考慮す る こ とで 全

体の人間行動が変化す る こ とを確認 し た。

表 6　シ ミュレ
ー

シ ョン 結 果 （上 ： 滞 留分 布 図 （黒 い 点 が 各滞留位

　 置 ）／ 下 ： 知 り合 い との 滞 留回数 お よび 滞留累計時間）

1＞ 木 曽 久 美 子 ，門内 輝 行 ： セ ル
・オ ートマ トン 法を用い た 人間行 動の モ デ

ル 化 とシ ミュレ
ー

シ ョ ン の 基礎的研究、日本建築学会 近畿 支部研究報告集，
50 号

，
　訓1則系，　pp．257 −260，　LtOIO．6

※ マ ル チ エ ージ r．ン トシ ミュレ ータは Artisoc 〔構 造 計 幽研 究所 〕 を利 用。
※本 研 究 は 、平成 2／1 年度 科学研 究 費補助金 〔特別研究員奨励 費〕 「建築 ・
都 市空 間が 誘発 す る 人 問行 動 の 記号 過 程 に 関す る研 究 」 で 遂行 L た もの

で ある．
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